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MS‐ 14Cグルググキヤン

●MS-14Cゲルググキヤノン

ジオ ン公国のMS技 術 は連邦 を 10年上回 るとさえ言

われたが、 Rxタ ィプMSの 登場 に よって、その戦局

は少 しずつ くつ返 されていった。殊 にシオ ンに驚異 を

与 えたの は巡洋艦の主砲 クラスの ビーム砲 を、モ ビル

スーツが標準装備化 して いた事 であ る。

MS-06を 継承 す る第 2期主 力MSは 、 ジオ ン国内

で設計が すすめ られ たが、宇宙戦 での急場 しの ぎには、

MS 09の 改造型、MS R 09通 称 リック ドムが採用

された。競争者であ ったMS-06R2は 、結局の とこ

ろ総合性能 にやぶ れたが 、主 力MSと して開発中だっ

たMS-11の 基本 は、 この MS 06R 2か ら得 たデー

タによ る物 だ ったの であ る.

さてMS llの 目差 す性能 とは どんな もの であ った

か。連邦軍の RXタ イプに見 る機能 を踏襲 す る所が 実

に大 きい物 であ った。第一の 目標 は、 ビーム兵器の標

準装備化 であった。 これ には さすがの シオ ン公国 も多

大 な時間 を奪われてお り、機体完成 よ り約 3カ 月 も遅

れてい る。 ビーム兵器実用化 (MS用 )の 見通 しが立 っ

た時点で、シオ ンのモ ビル スーツ戦 コンセ プ トは完全

に連邦化 す る。 ここで競争相手 と して現 われた自兵戦

用 MS-15(仮 ナ ンパー )と 比較 して形状 こそジオ ン

公国 と判断で きるものの、運用 はほぼ ガ ングム タイ プ

と同 じであつた。

第 2の特徴 は、装 甲の分離構 想で、第 2期以降のM

S戦が よ り白兵戦イししてゆ くのが わか る。 MS-11は
他の宇宙戦用特殊 MSに ナ ンバ ー を移 すため、MS―

:4と 名称 を変更 され た。 と同時 に計画が進め られ たの

は、ニ ュー タイプパ イ ロッ トの明確化 に伴 う、エース

部隊の編成が あつた。 これ も実 に連邦の実例 に負 う所

が大 きいが、 少数精鋭 によつて敵 MS部 隊 を撃破 す る

構 想 は ま もな く具現化 された。 MS-14の 初期生産型

24機 にはパ イ ロッ トに応 じたチ ューニ ングが施 され、

増速用 フースター と、 ビームキャ ノンパ ックが用意 さ

れた。 ここには ビームキ ャノン装備機 と してメイ ンカ

メラ も改造 したMS― :4Cと 呼ばれ る物 であ ■ ,し か

しなが ら先例 と して ンヤア ~ア ズナ ブル大佐 に渡 った

YMS 14か ら、わ すかの時間の 出来 事であ ったため、

決戦 に備 えて待機 していたパ ィ ロッ ト達 は、ア・ パ オ

ア・ クーの攻防です ぐに戦闘 に入 うねばな らなか つた

の は実 に惜 しい事であった 決戦 に対 して集め られ た

パ イ ロッ トは古参 も含 めて31名 を数 え、 その 中にはラ

イデ ン少佐、 トーマス =ク ル ツ中尉 、 J― サ カイ大尉

もいた .

MS-14は MS-15を 退そ けて正 式機 と して採用 さ

れたが 、宇宙空間戦 だ けでな く、地上戦 も考慮 して作

られていた。 その ため大気 囲内の機動性 を考 えて両腕

にはジ ェッ トエ ンシ ン (補助推進機 )を備 えていた。

また一部部隊にの み用意 されたMS 14Cも 同様 に地

上戦 に使 う予定 も存在 していたので あ る。

結局の ところ ビームキャノンを装備 したゲル ググは

15機 にととまり、総生産機 738機 中、 それ以後 に ,22機

分が用意 されつつ あつたに も関 らず、終戦 を迎 え るに

至 った。 その裏つ け とな るMS― 14Cの性能 はす こぶ

る良好で、最大兵装時 には360ミ リロケ ッ ト砲 2機 を持

つ事 も可能で あった。 その事 か らCタ イ プには一般用

の生産 も見込 まれたが、時すで に遅 かったの であ る。

MS-14Cの 塗装 は初期生産型 24機 中で、特殊部隊 に

配備 された物が正 式塗装 で、全体 的 にザ クを継承 す る

グ リー ンで まとめ られていた。
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がありますので、8才未満のお子様

さヽな部品があります。日の

ヽ

つた部品

絶対に与

.な

室

の危険がありますので、

絶対に与えないでくださ

●誤飲

●とが

えないでください。に は

串にはお鶏に入れ
危険があります。

●]
どのないでください。窒息

内では使用しないでくめきつた●接着剤は、閉

ださい。中毒 |こなる危険があります。

3才未満のお子様

にIよ い 。

必 ずお読み

注  意
《組み立てる時の注意》

●籠み生てる
「
爵に鵠助

｀
皆をよく畠みましょう。

●部品は番号を確かめ、ニッパーなどできれいに切り取りま

しょう。切り取つた後のクズは捨ててください。

0部品の中には、やむをえす、とがつた所があるものもあり

ますが、気をつけて組み立ててください。

●塗装にはより安全な「水性塗料」のこ使用をおすすめしま

す。

●実線の矢印(●→ )は接着するところ、点線の矢印 (=1:0)は 接

着しないところです。接差するところは×印がついています。

:llPART LIST
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必要な部品の記号 .番号・数量を言く

●注文された理麒  て困む)(こ わした .な くした )

曰中こ運饉可能な電話番号

R1001312(   ―  ―   )

〈お買い上げのお客様へ)万か一部品に不良品がありましたら.その部品を取りはすし.商品名.部品の記号

部品番号.不具合の症ボを書いて.下記までお送りください.良品と交換させて頂きます。また.部品をこわ

したり.な くした時は部品通販をこ利用ください.代金は.部品代(切つ取った]口0コ×個数)+郵送料(120円 )

です.商品番号′商品名′部品の記号′部品番号′数量を明記して頂き.部品注文カード(部品注文カードの

コピー.手書き可)輌品に+送料の料金(100円 単位を定田小為替.10円単位を切手)と 共に封書にてお送

りください0書の事に必すお客様のお名前′こ住所′年齢をお書きくださtヽ ).送料は実際に部品をこ用意

した際の重■によって変わります.また.別途手数料が必要な途付方法をこ希望の場合.別料金となります.

料金の不足分|まこ請求.超過分は残額をお返し致します.ただし.それ以外にかかつた手数料等はお客様の

こ負担となります.在暉がない場合は申し訳お いませんか0文 をお返し致します.研�頂きました個人

情報につきましては.商品・部品の発送及び情報の提供以外には使用致しません。部品注文の方広は.HPで

もこ紹介しております.詳しくは lヽpl■ Oanda●hoOby netSC12007・ 10.,ost_55ヽ lml〉「部品注文のしかた」

をこ参照ください。通信費等はお客様のこ負担となります。1・ お送りし■日日に至星』ある旦自を除き、

お書燎椰倉

`り

型ヒ四菫g□壁士ヤ2=上=奎菫=F昌
は■付けておりまLLOで予めこ了承ください。

■申し込み先  (株)バングイ静岡相談センター

〒420-8681 静岡県静岡市葵区長沼500-i2 TEL054‐ 208‐7520
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お客様へ,※ 図中実線の矢印(・‐口■)は 接着するところ、点線の矢印(‐‐‐0)は 接着 しないところです

1右腕の組み立て

●先に,2を はさんで

“

を42に 接着します

X各部品の向きをよくたしかめてから組み立ててください。

日 左腕の組み立て

●先に
`●

をはさんで.451を ,に接着します.

来各部品の向きをよくたしかめてから組み立ててくだ0い。
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〈左足の組み立て) 足 首
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●先に0に バーニアを接着します

●ももと足首を組み立てます.
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※やむをえずとがったところが

ありますので、気をつけて組

み立ててください。

※①は上下の向

きに注意.″

□ .上半身の組み立て
‐

●先に頭部を組み立てます.

●曇部.虎をはさんで.01を

●に喜着します.(X競 は左
右形が似ていますから、注

意 して ください。)

●●は最後に接着します.
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のゲルググ

を作る時に

使います
Ｌ
一９ 01絋

:

⑫
′
′

⑭73 ※tの 内側にあることを
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⑩   ①
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●発にCI)に バーニアを繕差します
X①の上下の高きに注意″
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□ 下半身の組み立て ●両足をはさんで0を廼0

に接着します.

d・

0発に,0に ′`一ニアを標着します
|

右 足
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0上半身に下半身
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t'り 取 る

回 、ビームソードの組み立て, 片手で持った状態    37 両手で持った状態 ①  T
☆ビームソードは片手で持った状態 と

両手で持った状態のいずれか選ん

で組み立てて ください。   み_
(下の完茂菌をよく寛て   °:'

O:'
①

7,
0

⑩   O Ｏ

⑩ください.〕

Xこ こを残 して

切 り取 る ※ここを残 して切り取 る

(完成 )● 腕に取り付ける部品は.と れか選んで取り付けてください

ヒームソードを片手で持った状態
p

ヽ

☆ 1'か

“

を

取 り付 け

る.
ヽ

ツ

ρC

⑩と0

0

●ロケットランチャーか,ωのいすれかを

取り付けてください.

|ビームソードを両手で持った状態

ロケットランチヤー
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圏 目 &マ ー キ ン グ
※〔一般塗装)〔スプリンター迷彩)い ずれか選んで塗装してください。

■基本色は.ねすみ色にワインレットをこく少量混ぜた色と.白 にね

ずみしを少量ませた色の 2色です.各 色にフラットベース (つ や消

じ剤)を 入れると良いでしょう.

■この塗装回は印刷物のため.指示の色と多少異なる場合があ |,ま す

★8●などの数字はデカールの番号です.

☆余ったマークは自由に貼つてくださt｀ .

▼完成写真 〔エース部隊・―■塗却

単
=■具 鉄 色

本体.ねすみ色

[く 少旦
噴射 口 赤

い|わずみ色

▼エース部隊 .ス フリンター迷1

■基本色は.濃 緑色12に 責色を少量混ぜたこと.緑 に黄色を混ぜた色

の 2色 です.各色にフラットベース (つや消 じ剤)を 入れると良い

てしょう

沢 ―黄 黒,色

ニュートラルクレー

本 体 _凛録 O_2
.責少■ 黒螢 色

■■■■の■■■ Cマークを台紙からずらしながら貼ってください。(ピ ン

セットを利用するとよいてしょう。)

4やわらかく、水気をよく吸う布でマークをそっと押え

水分をとります。

1貼 ったあとは乾くまできわりないようにしてください.

■.デカールを貼るところの、 1ユ こりや汚れ、,由気を、ぬ
,,し た布で良くふきとってください。

2貼 りたいデカールをハサミで切りとり、めるま湯に 5

秒程つけてください。
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